


にl図lのように水平な床面に沿って右向きにx軸鉛直上向きにy軸を定義する。質星mの2つ
の質点A,Bの初期位置の座標はそれぞれ(0,H心 (L, H似であり，時刻t= 0においてA

は水平右向きに速さ VAで投射され，同時刻に Bは速さ vBで鉛直下向きに投下された。 AとB

の運動はx-y平面内のみであり，時刻tcにおいてAとBは(L,He)の位置で衝突するものと

して，以下の問いに答えよ。ただし，霞力加速度の大きさをgとし，空気抵抗は無視する。

(l) tcをL. VAを用いて表せ。解答欄に解答のみを示せ。

(2) A. Bが床に到達する前に AとBが衝突する場合を考える。

(a) Heをg,HA, tcを用いて表せ。解答欄に解答のみを示せ。

(b) 衝突直前のA.Bの速度のx方向成分及びy方向成分はそれぞれいくらか。g,HA, HB・

L, VA, Vsのうち必要なものを用いて表せ。数値のみの場合は数値を示せ。解答欄に解答の

みを示せ。

(3) 初期位置から落下したBがAと接触せず床に到達し，反発係数e(0 < e < 1)で1回はね返っ

た後，最高到達点に達する前に Aと衝突する場合を考える。衝突までに Aは床に到達してい

ないものとする。また衝突後にAとBは一体となり，衝突直後の速度は水平方向成分のみと

なった。

(a) 床からはね返った直後のBの速さ Vnをe.g, H13, VBを用いて表せ。解答欄に解答のみ

を示せ。

(b) Aと衝突する直前の Bの速度のy方向成分をg,He, V13を用いて表せ。解法記述欄に解

答を得るまでの解き方を示し，解答欄に解答のみを示せ。

(c) 床と Bの反発係数eはいくらか。g, HA, HB, V13を用いて表せ。解答欄に解答のみを示

せ。
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(1)-(a)の選択肢

（ア） （イ）

（ウ） 国

(1)-(d)の選択肢

／ ／口
（ア） （イ） （ウ）
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m は次のページから始まります。
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m 次の文章中の空欄①，②を語句で埋め，③，⑦は問題文末の選択肢（ア）～（ウ）のうちから正しいも
のを一つ選び，④～⑥，⑧，⑨を数式で埋めよ。解答欄に解答のみを示せ。

図1のように光源スリット S1およびスクリーンを設置し， S1からスクリーンに対して下ろ

した垂線とスクリーンとの交点を点Qとする。また，直線S1Qに対して平行を保ったまま上下

に動かすことができる十分に大きな鏡を配置し，鏡面の延長とスクリーンとの交点を点M とし，

MQ間の距離を hとする。点Pはスクリーン上の点であり， MP間の距離をx(x> h)とする。

ここで，スリット設置面とスクリーンとの距離をLとし， Lはxに比べて十分大きいものとす

る。

光源から波長Aの単色光を S]に照射すると，光はS]を通過しその背後に回り込む。この現象

を仁豆コという。また， S1を通過した光のうち，スクリーンに直接到達する光と鏡面で反

射してスクリーンに到達する光が，強め合ったり弱め合ったりすることで，スクリーン上に明暗
しま

の縞模様が現れる。この現象を［口百□］という。
図2のように，点Pに到達する光について考える。鏡面で反射して点Pに到達する光が，鏡

面上で反射する点を点Rとし，直線PRの延長線とスリット設置面の交点を点S2とする。 S1P

の距離を L1, S2Pの距離を L2とする。このとき S1と出から点Rまでの距離は等しい。ここ

で，鏡面で反射した光の位相が反転することを考慮すると，点Pに明線が現れるための条件は，

m = 0, 1, 2…として， IL1-L叶＝ ［三こ］である。さらに， Sふ間の距離をdとすると，

IL1 -L2I与予と近似できることから， xはm,A, d, Lを用いて表すと［三［］となる。

また， dはhを用いて［］［コとなることから，隣り合う明線の間隔を入， h,Lを用いて表

すと［亘こ］となる。

隣り合う明線が点Pと点Qに現れているとき，点Qに到達する光の経路差は点Pに到達する

光の経路差よりも［口戸コだけ短い。ここで， m= l, 2, 3…として，点Pに到達する光の

経路差が［口［コと表されるとき， hはm,11, Lを用いて［三［］と表すことができる。

さらに，鏡を下方へ静かに動かしたところ，点Q上の光は一度暗くなった後に再び点Qに明線

が現れた。このときの鏡の移動した距離はh,11, Lを用いて［口亙二lと表される。

③の選択肢 （ア） 2m-
入

2 

⑦の選択肢 （ア） 半波長

A 
（イ） （2m + l)-

2 

（イ） 1波長
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